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はじめに
春休み中の2007年3月12日月曜日午後1時半、亜細亜大学2号館227
番教室において、総合学術文化学会としては初めての学術研究会が開催さ
れた。当日は柿山陵会長代理から開会挨拶の後、塘添敏文副学長が座長を
務めて、第1部「自然と情報・体育と健康」科学分科会の2本の発表、
堀内昌一「フューチャーズ開催にみる強化世界展開の可能性一亜細亜大
学国際テニス大会開催の意義と課題－」、
松林幸一郎「スキー用具の変遷と技術の変化」、
が行われた。
休憩後、第2部「言語と文化・社会」科学分科会の2本の発表、
関礼子「一葉小説の挿絵－ある女性画家の足跡」、
久我雅紹「文学教育を考える」
が行われた。
発表と質疑の終了後、総合学術文化学会総会が引き続き行われ、次回の
研究会について話し合われた。その後、教職員食堂に移って、研究発表者、
出席者の懇親会が行われ、午後7時に閉会した。参加者は会員のほか本学
教職員を含めて、25名であった。
以下に、当日の研究発表4本の概要を掲載する。当日配布された資料、
あるいはプレゼンテーション資料を編集長の責任で編集したものである。
第1部「自然と情報・体育と健康」科学分科会
（1）フューチャーズ開催にみる強化世界展開の可能性
－亜欄亜大学国際テニス大会開催の意義と課題－
堀　内　昌　一
検証
大会開催とATPランキング等の間に強化に結びつく何らかの関係を見
出すことができるか？
仮説
大会開催数とATPランキング等の間に有意な相関関係が認められると
仮定すれば、大会開催自体が強化の有効な手段となる。
方法
国内国際大会開催数および世界ランカー数ならびに2006年度の男子国
際大会主要国大会数および世界ランカー、四大大会出場者数をweb調査・
解析。
上記大会開催数と世界ランカー教、四大大会出場者数の関係を統計的に
検討した。
以下にその検討内容の概要を紹介する。
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（1）大会数が増えるとランカー教も増える（表1）
表12004－07までの男女国内国際大会開催数と世界ランカー数
大 会 グ レー ド 2帥 1年 2脚5年 2（X朽年 2（氾7年
男　 子
＄69万 1 1 1 1
＄2．5万 1 1 I 1
＄1～ 1．5万 1 10 12 13
合　 計
大　 会　 数 9 12 14 15
ATP ラ ンカー教 29 37 39
女　 子
＄134万 ・＄17万 2 2 2 2
＄5万 2 2 3 3
＄2．5万 5 6 10 11
＄1万 6 6 5 6
合　 計
大　 会　 教 15 16 20 22
WTA ラ ンカー数 62 79 80
（2）男子の300位以内の選手強化が急務（表2）
表2　2006年度日本男女世界ランカー敦内訳
ランキ ング音数
区 分累 積 （位）
ランカー教 備　　 考
男子 女 子
1′－ 100 0 3 関 大 大 会本 戦 出場
1～ 2（XI 1 8 四 大 大 会予 選 出場
1へ・3（氾 3 16
1～ 4（沿 4 19
1・－ノ5（X） 9 24
1～ 6（沿 10 30
1一一7（XI 11 39
1～ 8∞ 12 42
1一‾－9（泊 13 46
1一一10（氾 15 50
1一、 11（氾 21 57
1～ 12側 22 60
1一、 13〔沿 25 67
1、 14∞ 26 70
1～ 15（泊 29 80
1・、一1550 39 －
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（3日四大大会であっても、自国開催は有利（表3）
表3　2006年男子国際大全主要国大会敦比較
大　 会　 格　 付　 け ATP
ラ ン
カ ー
赦
匹】 大　 大　 会
フ ュー
チ ャー
ズ
サ テ ラ
イ ト
チ ャ レ
ン ジ ヤ
ツ ア ー 四大
大
会
全 豪 全仏 全英 全 米
ア メ リカ 29 0 25 13 ● 165 12 7 10 20
スペ イ ン 36 1 8 3 129 11 15 14 13
ドイ ツ 16 1 11 5 121 10 8 11 9
フ ラ ン ス 19 0 8 4 ● 121 13 16 11 12
イタ リア 33 0 20 2 1（氾 6 7 7 6
アル ビーンナ ン 12 0 1 1 99 9 11 5 9
ブ ラ ジ ル 22 0 9 1 79 2 3 2 3
オFストラリア 13 0 2 2 ● 59 7 3 3 2
イギ リス 18 1 7 2 ● 61 2 3 10 4
ロ シア 2 0 4 2 49 4 5 5 6
ルー ‾マ二．ア 18 0 3 1 50 3 2 2 1
チ ェ コ ° 0 3 0 52 9 8 9 7
オー ス トリア 8 0 l 3 46 2 2 3 3
ク ロア チ ア 6 1 l 2 45 3 ° 4 2
江本 12 0 l 1 39 0 0 0 0
（4）ATPランカー数と全大会開催数の関係（図1）
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図1ATPランカー敦と全大会開催数の関係
堀　内　昌　一
（5）ATPランカー数とチャレンジャー大会開催数の関係（図2）
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詞2　ATPランカー敦とチャレンジャー大会開催数の関係
（6）ATPランカー数とフューチャーズ大会開催数の関係（図3）
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図3　ATPランカー数とフューチャーズ大会開催数の関係
（7）ATPランカー教とツアー大会数の関係（図4）
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国4　ATPランカー数とツアー大会敦の関係
（8）四大大会出場者数と大会開催数の関係（図5）
?????????
統計的に有意。但し、ATPランカー数との関係に比較して、相関は低い。
図5　四大大会出場者数と大会開催数の関係
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（9）四大大会出場者数とフューチャーズ大会開催数の関係（図6）
????????
0　　　　5　　　10　　　15　　　　20　　　　25　　　　30　　　　35　　　　40
フューチャーズ大会数
統計的に有意な関係は認められない。
図6　四大大会出場者敦とフューチャーズ大会開催数の関係
（10）四大大会出場者教とチャレンジャー大会開催数の関係（図7）
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統計的に有意。但し、ATPランカー教との関係に比較して、相関は低い。
因7　四大大会出場者数とチャレンジャー大会開催数の関係
（11）四大大会出場者数とツアー大会開催数の関係（図8）
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統計的に有意。但し、ATPランカー数との関係に比較して、相関は低い。
図8　四大大会出場者敬とツアー大会開催数の関係
結論
・開催大会数が多いほど、ATPランカーが多い
・四大大会出場者についても同様の傾向がみられるが、四大大会につい
てはそれ以外の要素（何か？）も大きいと考えられる。
亜細亜大学フューチャーズの課題と新しい試み
1．課題
より上位の大会への出場選手育成を考慮したフューチャーズ運営
2．試み（亜細亜大学国際テニス大会での）
大会出場時の出場選手の体力測定・評価の実施（世界初）：テニスに必
要な体力同定
予定測定項目
1．握力（平時及び試合終了直後）：筋力及び筋力低下
2．垂直飛び（パワー）：サービス速度向上等の日的
3．反応時間（視覚反応）：ボレー等の向上の目的
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ニー【隙】ナ　とこ′、伍7i
図9　垂直跳びから簡易パワーへの変換
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非常に簡単な指標であるが、サービスの速度等と有意な
関係のある最大無酸素パワーと有意な相関関係が報告。
図10　垂直跳びパワーと最大無酸素パワー関係
これらの測定をとおして、フューチャーズから新しい強化世界展開の息
吹を発したい。
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（2）スキー用具の変遷と技術の変化
松林幸一郎
はじめに
・現在スノースポーツの総人口は16伽万人ほどである。
・20年ほど以前はスノースポーツといえばほぼスキーであった。
・現在はスキー、スノーボード、スノーシュ、スノースクートなど多種
多様である。
・10年ほど以前より若者を中心にスノーボード人口が増加しスキー人
口を上回っていたが昨年、今年と減少傾向にある。
本研究ではスキー用具の変遷が技術の変化にどのように関わりを持っ
てきたかを検証することにより、今後の技術指導の基礎資料とした。
スキーの発祥
・1932年　ノルウェーで発見　スキーヤーの壁画約4500年前
・約4500年前頃が確認されている。
北欧・ロシア・中国・朝鮮
降雪期の移動用（歩行の補助用具）の道具として利用
・田下駄、潟スキー
ぬかるみを移動する道具として利用
スポーツとしてのスキー
・1870年噴、ノルウェーで始まる。
現在のクロスカントリースキー
・1879年、スキーのジャンプ大会。
現在のジャンプ競技。ノルディック種目
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松林幸一郎
アルペンスキー
・19世紀後半、ヨーロッパの山岳地方に広まる。
丘陵地帯と滑走するものから急な山岳地方を滑降する技術へと変化
した。
ワリエンフェルトスキー術1896年
マナアス・ツダルスキー
シュテムによる回転技術。幅広、短いスキー
1本ストック
リリエンフェルト式金具
・アールベルグ・スキー術1920年
映画「スキーの驚異」
バンネス・シュナイダー　ファンク博士
プルークボーゲンを基礎として
シュテム・クリスチャニア
パラレル・クリスチャニアに発展する。
ストックは2本
日本のスキー
・1911年　新潟県　高田
オーストリア　レルヒ少佐。始めてのスキー講習会
1本ストソクによる半制動滑降とボーゲン　くりリエンフェルト・ス
キー滑降術）
以降は主にオーストリア、フランスの技術の導入
・1925（大正14）年　全日本スキー連盟創設
・1930（昭和5）年　バンネス・シュナイダーの来日
日本のスキーヤーに多大な影響を与える。
立ち上がり技量とローテーション　　　フランス
外向・外傾　　　　　　　　　　　　オーストリア
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論争となる
1947（昭和22）年「一般スキー術」
匡際スキー教育会議（インタースキー）（各国のスキー技術や指導を発表す
る）
・1951年　第1回　オーストリア　ツールス
・1955年　第3回　オーストリア　クルツケンハウザ一教授　パイン
シュプール技術
・1965年　第7回　日本　初参加
・1968年　第8回　オーストリア開脚による指導法（平踏み）フランス
の技術体系に歩み寄る
・1971年　第9回　各国　凹凸の克服スピードの追求　オーストリア
（ペーレン）、フランス（アパルマン）、西ドイツ（シュロイダー）、スイ
ス（OK）、日本（曲仲系）
・1979年　第11回　蔵王　アジアで始めて
・1980年代　交互操作とステップ系　ズレから切り込む技術に
・1995年　第16回　野沢　カービングスキーの使用が始まる
カービングスキー技術の発祥　スウェーデン　インデマル・ステン
マルク選手
・1970年代後半から1989年の引退　86勝　過去最高の技術系（回転、
大回転）のスキーヤー
・直線的な技術から円弧を描く技術（カービング）‥・次頁図を参照
1990年以降のスキー技術と用具
・カービング・スキーの誕生（1992年）オーストリア　クナイスル社
初心者、競技者の練習用として開発　エルゴ
・スキーボードの誕生（1992年）オーストリア　クナイスル社　ビッグ
フット
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・1995年　第16回　野沢　インタースキーカービングスキーの使用が
始まる
・1998年　トップ選手たちによるカービングスキーの活用が始まる
・2000年　皆川健太郎168cm使用
ゼッケン60番　6位入賞
他の選手は185cmが主流
・2004年　スキーの長さ、ラデウス、高さの規制
回転競技
男子165cm14m　55mm
女子155cm12m　55mm
一般の方の技術
＊如何に両足を平行（パラレル・スタンス）ですべるか。これまでに幾
つもの方法が考案されてきた
1、ジャンプによる切り替え
2、内スキーを浮かせる切り替え
3、平踏みによる切り替え
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4、外スキーを滑らすことにより内ひざを反転させる切り替え
最後に
スキーの用具は1970年代より大変な変化をとげてきている。
スキーの技術はトップレーサーを解析し一般スキーヤーに普及される傾
向が強い。
したがってスピードを追求する滑りが求められる。
しかし、現在のスキーヤー層は若い世代だけではなく、中高年のスキー
ヤーも増加傾向が現状である。
今後の課題として保温性、快適性にとんだブーツと、取り扱いがよいス
キーが望まれる。
閑　　　礼　子
第2部「言語と文化・社会」科学分科会
（1）一乗小説の挿絵
－ある女性画家の足跡－
閑　　礼　子
はじめに
文字中心の文学テクストのなかの画像に、特別な関心をもつ者はそう多
くない。しかし画像は文字テクストのなかで様々な意味作用を発揮してい
る。それは主観的かつ多義的であるがゆえに、ときに観る者に強力で豊か
II　　　2I　　　3I
なイメージを喚起することがある。最近では古典文学、教育学、美術史な
どの領域で画像研究が新たに注目を浴びているのは、このような画像のも
つイメージ喚起力を再考しようという現れであると思われる。
いっぼう近代文学の領域では、明治30年代未の自然主義文学における
リアリズムの成立いらい、文学のなかの挿絵は作品の表現にとってマイナ
り
ス要素として敗められてきた。しかし近世の浮世絵や明治中期までの錦絵
に代表されるように、それらの画像は高い技術水準をもって日本文化の一
角を形成してきた。こんにち脚光を浴びている日本のアニメーションも近
世・近代において蓄積・継承されてきたこのような技術水準とけっして無
縁ではない。
本発表では一葉小説と深い関わりをもちながらも、いままでほとんど光
を当てられなかった女性挿絵画家、玉桂中江ときの明治期のメディアのな
かでの足跡を通して、画像からのメッセージを考察してみたい。
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I　玉桂の活躍した時期のメディア環境
1、活躍時期　　日清戦争期～日露戦争期（1894～1904年頃、明治27
～38年）。
2、近代日本ではじめて日刊紙につづき雑誌メディアが爆発的な発行部
数をほこり、販路を拡大した時期。
3、その中心となったのは、r日清戦争実記』（明治27年8月訓告～29年
1月7日、全50編。年間1号あたりの平均発行部数はそれぞれ6万5千、
6万、2万）という戦争報道の特集記事を満載した雑誌で成功を収め
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た博文館であった。
4、博文舘はそれまで発行していた数十種の雑誌を三誌に重点化して、
明治却年1月1日に一斉に発売した。
6、「博文館の事業内容は当初より、＜国民知識の供給者＞以外のなにも
のでもなかった。その＜国民知識＞の内容は時事と実業の知識と和
6j
漢古典、そして、西洋知識の教養にある」。
7、玉桂は博文館系の画家として表紙絵・挿絵を担当。後にはもう一つ
の有力出版社であった春陽堂発行の刊行本に口絵を担当した。
＊日清戦争期の博文館の主要刊行物（人文系のみ）
☆雑誌
『婦女雑誌』　　『太陽」（明治28・1～昭和3・2）罰一刀年の1号
平均発行部数は約7万
（24・1～27・12）『文芸倶楽部』（明治妻・1～昭和8・1）28年の1
号平均発行部数は1万7千、カ年は3万6千
F少年世界』（明治28・1～昭和9・1）28年の1号
平均発行部数は7万9千、29年は6万6千
☆書籍
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F日本文学全書』（全24漏、23～25年）
★初の活字版古典文学テクスト
開　　　市L　子
『日本歌学全割（全12編、23～24年）F続旧本歌学
全書』（全12編、30～36年）
『女学全音』（全12編、25～26年）
I　近代小説と挿絵
1、近代文学と画像
「明治二十年代になると人々の絵に対する鑑賞眼も高尚になり、絵に対
する好みも変わり、新しく興った近代文学には、浮世絵系の線ですべてを
表した一様化された人物画、或いは報道に使われた幼稚な人物像の絵は合
わないと考えられるようになってきた。時代の変化とともに変わる風潮に
7j
沿った新しい感覚をもった口絵が、近代文学には必要とされたのである」。
2、口絵と挿絵
「口絵と挿絵の違いはこれまであまり問題にされることなく「明治期挿
絵」と総合され、挿絵全集、挿絵展などと銘打って紹介されてきているが、
正確に説明すれば、挿絵は、本、雑誌、新聞にさまざまな大きさで挿入さ
れた主に白黒の版画をいう。それは読者に視覚の上から話の内容や場面の
状況を説明するためのもので、この白黒版画は一般にイラストレーション
とよばれる。それに対して彩色された口絵は、小説の主人公を紹介するた
めのもので、必ず本の始めに挿入されるものであるからフロンテイスピー
81
スとよばれる」。
「出版社の方は版元の算段から、口絵は大家に描かせ挿絵の方は小家で
91
間に合わすというイヤな風潮もあった」。
3、モノクロからカラーへ
「木版墨刷りの挿絵から木版多色刷口絵へと、この明治20年代初期5年
間の内に、本の中のヴィジュアルな版画の体裁が、挿絵から新たな口絵の
10I
登場に至っている」。
☆写真の登場は木版口絵にとって脅威であったが、多色刷（カラー）が
可能な口絵は、虚構の世界にその活躍の場を見出した（但し、費用や
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時間などコストは大きかった）。
4、小説作者と版画家
「真に画題を撰むの頭脳を有し、図面を構成するの技能を有する画家な
らんには、一篇の小説中条何なる点が尤も口絵とするに適するか、口絵と
して見栄あるかは、素人なる作家よりも能く之を知るの脹識ありとの自
信必ずなかるべからず（中略）然れども作家の方より云へば、一篤の主眼、
若しくは尤も口絵として見栄あるべき所を知るは作者自身に増すものなし、
故に画家をして自家の指定する所を描かしむるを以て尤も好き口絵を得る
の道なりと信じるは自然なるべし（中略）今木版極彩色の口絵一枚を造る
の費用を聞くに、殆んど小説一部の原稿料、紙代、製本代、印刷代の総計
と相等しきものありと云ふ」（後藤宙外「小説の口絵に就きて」、F新小乱］明
治32年4月）。
☆浮世絵の頃の＜画工・彫師・刷師＞の職人としての三位一体の関係か
ら、しだいに版画家の地位が上昇した時代。しかし、近代小説が認知
されるにつけ、こんどは小説家と画家の関係が問われるようになる。
Ⅲ　玉桂の画像とその足跡
1、生没年不詳。武内桂舟門下。
2、童画作家としての出発
『雲雀山j（『日本昔噺j第21編。博文館、明治27年6月、大江小波述、東屋
西丸記、玉桂女史画）
表紙絵・挿絵7菓（すべて見開き）
3、F婦女雑誌jのなかの挿絵
①「秋郊晶を捉る園」口絵（4巻19号、明治㌘年10月1日）
（参「京栂尾の紅葉」口絵（4巻23号、同12月1日）
4、F文芸倶楽部」のなかの挿絵（一葉小説以外）
①「美人納涼」口絵（4巻11号、明治31年9月10日）
②小栗風幸作「新夫婦」挿絵2菓（11巻3号、同盟年2月1日）
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5、『少年世界』のなかの挿絵
「少年四季画集」（5巻1号、明治32年1月1日）
「世界少女お伽噺」（9巻1号～9号、同36年1～7月）
6、春陽豊刊行本の口絵
①『日本女子百傑』（塩井ふく子著、明治31年2月）
②『町医者』（村井弦斎著、同31年9月）
③『桑の弓』（同、31年9月）
Ⅳ　一葉と玉桂のコラボレーション
1、一葉小説の挿絵と口絵
発表された一葉小説全22編のうち、初掲・再掲をふくむ画像のある作
品は全部で12作16葉。うち博文館系の雑誌に掲載されたのはリストにあ
るように挿絵6作、口絵1作。このうち玉桂が挿絵を担当したことが確定
しているは2作。
2、「にごりえ」の挿絵
（》菊の井のお力とお高－花柳界女性の華やかさと渉み出るそこはかと
ない哀しみ
②源七の妻お初の佐び住まい－貧しい堅気女性の質素でつつましやか
な日常の場面
（参成立　明治28年8月2日頃成稿
④刊行　明治28年9月20日
3、「十三夜」の挿絵
（か寝ている太郎に別れを告げるお関－涙をふくお関と頑是ないこども
の寝顔
②車引き（人力車夫）の録之助との思いがけない再会－面目なさそう
な風体の男と富裕な奥様風のお開
（参成立　明治28年9月17日
④刊行　明治28年12月10日
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☆頁の割り振りの関係で挿絵と小説内容と必ずしも呼応していない場合
もあるが、「にごりえ」①、「十三夜」①・⑦などはほぼ一致している。こ
れらは場面を映像化したものとして、近世いらいの草双紙に馴染んでいた
読者も、西洋画や写真の流入などで新しい感覚をもっていた明治の読者を
も、ともに満足させたと想像される。さらに原稿完成から刊行までの日に
ちを考慮すると、すくなくとも玉桂は原稿を読んだうえで作画したと推定
される。
Ⅴ　まとめに代えて
1、一葉ノ」、説のなかの玉桂の挿絵は、他の男性画家のものと異なり、柔
らかい描線と日常的な場面選びにその特色がみられる。
2、人物の表情はやや抑制的な印象で、過剰なセクシュアリティを発揮
していない。
3、それは波乱万丈な「物語」から日常的な「リアル」（写実主義）へと
移行していた同時代の画風および文化環境のなかで、時代の流れに
樺さすものとして好意的に受容されたと推測される。
4、明治27年における　r婦女雑誌』誌上の画風は師の軽舟を受け継い
で、写実的ななかにも優美な曲線に特長がある。また単独で手がけ
た『雲雀山』の表紙絵および挿絵は、物語性と親しみやすさを兼ね
備えており、後年の『少年世界」での活躍を努髭とさせている。
5、おそらく抜擢ではないかと想像される新進女性作家樋口一葉の書き
下ろし小説「にごりえ」「十三夜」の二葉ずつの挿絵は、挿絵画家玉
桂の頂点をなすものといえよう。
6、現在ではまだ確証はないが、無署名の再掲「大つごもり」二葉（r太
陽』）も論者は玉桂ではないかと推測する。それは一葉がヒロインお
峯と三之助の遼遠場面、もう一葉が石之助の盗みという物語展開上
重要な場面を選んでいるからである。貧困ゆえに盗みを働いたお峯
を、主家の放蕩息子が庇って自らが盗みを犯すことで罪の露見を阻
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む、という物語世界と大変うまく呼応しているのである。
7、挿絵画家は単なる画家ではない。彼らは物語世界の第一読者として、
その世界を多くの読者へどのようにプレンゼンテーシヨンするか、
作者と読者のあいだの媒介者（メデイエーター）として積極的な読解
にかかわっている。
8、いずれにしても、玉桂は日清戦争期に刊行された博文館の三誌すべ
てに関係した挿絵画家として、あるいはライバル出版社の春陽堂の
口絵画家として、時代に先駆けてメディア社会のなかでその位置を
獲得した。それは女性挿絵画家第一号として、おなじく女性職業作
家第一号の樋口一葉と相呼応するめざましい活躍であったが、現在
そのプロフィールや功績はほとんど埋もれており、大変残念である。
注
1）南陽子「絵の時間と物語の時間－近世初期版本における挿絵の受容につい
て」（F文学・語学』2（氾5年7月）。
2）平岡雅美・佐々木摘草「物語文における挿絵の機能と問題」（r茨城大学教育
学紀要J55号、2∝賂年3月）。
3）若桑みどり『皇后の肖像』（筑摩書房、2001年12月）。本書は近年における
画像研究の先駆的な著書である。
4）なお「身装」という視点から画像をもちいて近代日本の文化変容を研究して
いるものには、高橋晴子「身装画像データベースのデータソースとしての新
聞連載小説挿絵－明治中期を対象として」（rアート・ドキュメンテーション
研究j12号、2∞5年3月）がある。
5）浅間邦雄「明治期博文館の主要発行雑誌部数」（F明治の出版文化』臨川書店、
2002年3月）141～177頁。）
6）鈴木貞美「明治期r太刷の沿革、および位置」（鈴木貞美編F雑誌r太陽j
と国民文化の形成』（思文閣出版、2001年7月）14頁。
7）山田奈々子『木版口絵総覧　明治・大正期の文学作品を中心として』（文生
書院、2（沿5年12月）21頁。
8）同上「口絵と挿絵は同じ物9」（r版画芸術j121号、2003年9月）。
9）木村荘八r近代挿絵考j（及椎房、1943年）21頁。
10）岩切信一郎「近代口絵論－明治期木版口の成立－」（『東京文化短期大学
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紀要j20号。2003年3月）。
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2　文学教育を考える
－西洋文学の教室から－
久　我　准　紹
工．教養について
1．「般教（パンキョウ）」という言葉の響き
2．1991年「大綱化」以後
3．大学改革一教養、教養部、教養課程一改廃
4．やがて「教養は大事だ」と言い始める
5．「ソクラテスの獄死と現代」－「余分な勉強」をめぐって－
＜配付資料＞森信一（関西医大教養部教授・哲学）「人間的な無知を自覚
一専門を超越する勇気を」より抜粋
イソクラテスにまさる知者はない」というデルポイの神託に対して、
ソクラテスのとった態度は、今日の私たちにも、いろいろと示唆に富む
ものをもっている。自分の無知を自覚していた彼は、この神託に反証を
あげようとして、当時の代表的な専門分野から、それぞれ一級の政治家、
文人、技術者を選んで一対一で話し合い、わが無知の実情を神に示して、
神託を訂正しようとしたのである。
しかし、結果、彼はこういうことを発見した。
「専門家は、専門の知識ではもとよりすぐれているが、人間として知る
べき善や美や重大な問題については、彼に劣らず無知であるのに、彼ら
にはその自覚がない。だが、自分はせめてその無知を自覚しているから、
その分だけ、わずかに知者かも知れぬ」－そういう発見である。哲学史
上の常識だが・
－1978．6．葦（水）「朝H新開」夕刊
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6．専門家
「無知」が毒か
「知」が薬か
専門家は専門に通じているが
自分のことはあまり知らない
一詩集『カスタリアの泉j（久我）p．4より
7．（1）「教養とは人間であることの認識」
（2）「教養とは本を読むこと」あるいは「読書と思索」？
Ⅲ．読書について
授業に関する受講生のコメントを読んでいて、文章が貧しい者がいるこ
とに気がつき、「ことばを持つ」ということの意味を考えてみた。そこで
本を読むことについての考えを、10分間述べることにした。
1．本を読むことは学生の本職（本務）
2．「ことばを知らない」あるいは「ことばを持たない」→本を読むの
が一番
3．人との語らい
4．本を買う
5．頭脳と精神（知と心）の無限の活動
6．本は美術工芸品
7．読書はマラソンのようなもの
8．読書は時間・空間への無限の旅
9．「若者は本を読まなくなった？」
＊FORUM「西洋文学通信」選を参照。
＊オリエンテーションゼミの例：4月入学以来読んだ本を1点選び、
コメントを書く。
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Ⅲ．報告－西洋文学の教室から
1．授業の基本：「テキストに始まりテキストに終わる」
10年ほど前までは作品を読まないで授業に臨むことのないように指導
していたが、方針を全く変更した（表面的には「作品を読む」ことにこだわ
らないことにしている）。
2．前期「ギリシア漬け」、後期「シェイクスピア潰け」にする：
映画、演劇、音楽、美術（絵画・彫刻など）、新聞記事、雑誌記事、
DVD、ビデオ、CD、写真、各種テレビ番組の録画、図版などを撒合的に
活用し－あびせる→受講生を前期「ギリシア漬け」、後期「シェイクスピ
ア漬け」にする：
一例－
（i）ヤニー「アクロポリスの幻影」：ギリシアへの導入として（その他の
音楽と映像）
（ii）「アポロンとダフネ」
月桂樹の棄（自宅の庭から）
ベル二一二の彫刻（写真とビデオ）
各種絵画作品（写真とビデオ）
神話に基づき想像で絵を描く［自主課題］
（iii）「パン（牧神）」
ドビュッシー作曲「牧神の午後への前奏曲」：「名曲アルバム」
パンフルート（サティー「ジムノペデイー」CD）
（iv）スフィンクス＝（ギリシア神話伝説による）絵画、彫刻、ビデオ
・ソフォクレス作『オイディプス王』理解のために
イ私のスフィンクス像」［自主課題］
（V）『マクベス』を読んで、想像で「私の魔女（たち）」を描く［自主課
題］
＊音楽：授業開始前約10－15分間、時には講義中にBGMとして音楽
を流す
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3．ゲストによる山血柁＆触感吻：
英語教育センター客員教員Mr．PaulHowl（演劇専攻：舞台俳優とし
ての経験があり、昨年10月も都内でAgathaChristieの作品上演に参加）
によるシェイクスピアに関する講義と、授業で学んでいる　rハムレット』
の独白、『マクベス」の独自、Fリア王』の嵐の場面の朗読（45分間全て
英語で行う）
4．①作品体験→②理解・鑑賞→③想像→④創造
創造＝詩と絵画制作〔自主制作として〕
＊詩集出版：実践の姿勢を示す意味からも　rシェイクピアを語る日』
と『神々への讃歌』を出版。
5．授業の活性化を求めて（記録）：FORUM「西洋文学通信」発行
6，絵画十詩・・・［自主制作］
Ⅳ．今後へ
1．教養部教員の学部分属の検証
2．FD活動の1つとして「授業研究」を活発に行う
3．FD活動の1つとして「教育研究誌」あるいは「会報」を発行する
4．改革や新設を含めて学部、コース、カリキュラム等を検討する場合
に、学生の意見や希望も参考にするシステムが必要
5．所感：
「授業は担当教員と受講生が共同で築いていくもの」
「教育は児童・生徒・学生の可能性を信じること」
6．専門と教養の融合を求めて
＜資料＞
1．新聞記事
（1）「ソクラテスの獄死と現代」－「余分な勉強」をめぐって一
一人間的な無知を自覚一専門を超越する勇気を一
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〔関西医大教養部教授・哲学〕森　信一：1978．帆葦朝日新聞夕刊
（2）「宰相としての教養」　　　　　　　　　20髄．09．01東京新聞夕刊
（3）新書ブームが止まらない「教養路線揺らぐ「雑誌化」」2∝）7．02．14
読売新聞夕刊
2．FORUM「西洋文学通信」選：（1）2006．12．18Noユ1（通巻280号）
（2）2007．1．15No．12（通巻281号）
（3）2007．1．25No．13（通巻282号）
3．「大学の授業を考える」一受講生の声
4．絵画作品例（近作）
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